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小トンネル被覆によるネギの露地越冬夏どり栽培
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(秋田県農業試験場 )

SuIImer Harvesting open Culture of Welsh Onion Using Small Tunnel in Winter
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(Akita  Agricuitural Experillent Station)

1 は じ め に

秋田県におけるネギ栽培は、9～ 12月 出荷が主体とな

つているが、近年、夏どり作型も増加しつつある。夏ど

りの場合、2月播種、4月 上～中旬定植、8月 中旬からの

収穫が標準的な作型となつているが、種苗センター等で

は時期的に他作目の育苗があるなど育苗施設の確保が間

題であり、また圃場準備・定植が春先の繁忙期と重なり、

新たに取り組むには障害となつている。その一方で、さ

らに早い時期から収穫できる作型の開発が望まれている。

そこで、育苗施設が利用しやすい時期に無加温育苗で

き、出荷期の前進と作業労力の分散を図ることができる

露地越冬夏どり栽培について検討した。

2試 験 方 法

(1)試験年次 2000年 ～2001年

(2)試験場所 秋田農試圃場(黒ポク土壊 )
(3)試験区の構成・試験規模

・播種期 8月 15日、9月 6日

・育苗方法 チェーンポット(CP303)、 セルトレイ
(128穴 )

・越冬方法 無被覆、小トンネル被覆、ハウス内
(9月 6日播種のみ)

・定植時期 10月 13日、4月 9日 (ハ ウス越冬苗)

・試験規模 1区 10.8f、 3連制

(4)栽培概要

供試品種 :長悦

畝間 :1.2■

株間 :2.5cm(チ ェーンポット苗 )、 3cm(セル苗)

小トンネル被覆日 :12月 4日、除去日 :4月 18日

施肥量(kg/a):基肥 N-l PЮ 5-l K20~1

追月巴 N-1.5 P206-4 K20-1.5

3 試験結果及び考察

(1)越冬率

チェーンポット苗、セル苗とも冬期間の小トンネル被

覆により越冬率が向上した。育苗方法による差が見られ、

セル苗がチェーンポット苗より高くなつた(図 1)。 これ

は、セル苗の生育量がチェーンポツト苗より大きかつた

ためと推察される(表 1)。

(2)抽だい発生率

小トンネル区、無被覆区の抽だいは5月 23日 頃から始

まり、6月 26日 頃からは新たな抽だいは発生しなかつた。

ハウス越冬苗区では抽だいが見られなかつた。小トンネ

ル区、無被覆区のいずれも育苗方法による差が見られ、

セル苗がチェーンポット苗より多かつた。これも、セル

苗とチェーンポット苗の生育量の違いによるものと推察

される。この作型では、抽たいの発生率は最大でも10%

以内となつた(表 2)。

(3)生育量

小トンネル区の生育量は、セル苗がチェーンポット苗

より大きく、8月 15日播種セル苗は7月 下旬から収穫が可

能となつた(表 3)。

(4)収量

小トンネル区、無被覆区はハウス越冬苗区より収穫期

が約20日 早まり、セル苗、チェーンポット苗とも8月 上

旬には収穫となつた。小トンネル区は無被覆区に比ぺ安

定した収量を確保することができた。小トンネル被覆下

の収量は、セル苗がチェーンボット苗より多く、10a当

たり約3tの収量となつた(図 2)。

4ま と め

前年10月上旬に40～ 50日育苗した苗を定植し、冬期に

小トンネル被覆することにより越冬率が向上し、抽だい

率も10%以内に抑えることができた。

この作型は、育苗施設の有効活用、出荷期の前進化を

すすめるうえで有効と考える。
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表3 」ヽ トンネル区の生育調査

調査日 地上部菫 車文 分暇長     口壺■
区名                    軟自長 率薔饉

3/15播種 チェーンポット首 3/2'   
“

2 02,  2112   -
7/25  1389  802  341  244
0/6  526~159 143

3/15播種 セル宙

“
”
一̈
“6/27     1oo 1   67 5    20 7

9/61Ellチェーンポット首 6/27   6'J 010  19o
7/25     1418   836    120 238

117
153

3/1511薇

チェーンポット薔 籠腱
カ

セ

9/6僣櫃
チェーンポット歯

図1 育苗、越冬方法の違いによる越冬率(4月 23日 )

表1 越冬前の生育調査(12月 4日 )

地上部

9/6播種 チェーンポット宙
0/6僣種 セル薔

表2 抽だい発生率

5/20  0/6   6/20  6/26

4ヽトンネル区  3/15僣種 セル古
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3/15僣燎  3/151E種   9/61E穏
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図2 育苗、越冬方法の違いによる規格内収量

図3 」ヽ トンネル被覆(4月上旬)

嘘”
9/CIE穂 セル首

6/1    513  532   192
6/27      927   o45    m9

24 1

113
,■5

180

脚
仰
仰
硼
輌

８^
ヽ
ν
）］
事

茎径敦
　
コ
¨
獅
“
鰤

区名

9/6僣組 チェーンポット吉  0●  00  00  0つ
0/6僣租 セル宙     02  611 87 0つ
3/15格種 チェーンポット首 00  03  o3  03

無被覆区    3/15槽組 セル首

苗

06   26   41   45
9/6播組 チェーンポット首 00  13  00  0,

03   43   5B   5●

00   00   00   00

1本重

(g) (mm)
3/16機種 チェーンポット宙

0/15精蘊 チェーンポット宙 11  1■  21  2,
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